
🔶　豆まきの由来

　　古代中国では、大晦日に「追儺（ついな）」という邪気祓いの行事がありまし
た。
これは、桃の木で作った弓矢を射って、鬼を追い払う行事です。
これが奈良時代に日本に伝わり、平安時代に宮中行事として取り入れられまし
た。その行事のひとつ「豆打ち」の名残が「豆まき」で、江戸時代に庶民の間に広
がりました。
豆を"打つ"から"まく"に変わったのは、農民の豊作を願う気持ちを反映し、畑に豆
をまくしぐさを表しているからだといわれています。
本来は大晦日の行事でしたが、旧暦では新年が春から始まるため、立春前日の
節分に行われるようになり、節分の邪気祓い行事として定着していきました。

🔶　恵方巻

　　恵方巻は、その年の恵方を向いて丸かじりすると願い事が叶い、無病息災
や商売繁盛をもたらすとされる縁起のよい太巻きです。
大阪発祥の風習ですが、関西地方で親しまれ、現在は全国的な広がりをみせて

います。
恵方巻には、縁起よく七福神にちなんで７種類の具を入れ、巻き込んだ福を逃

さぬよう丸ごと１本、恵方を向いて無言で食べきるとよいとされています。
また、太巻きを鬼の金棒（逃げた鬼が忘れていった金棒）に見立てて、鬼退治と
とらえる説もあります。

🔶　節分の魔除け

　　　鬼は、鰯（いわし）の生臭い臭いと、柊（ひいらぎ）の痛いトゲが大の苦手とさ
れています。そこで、鰯の頭を焼いて臭いを強くしたものを柊の枝に刺し、それ
を玄関先にとりつけて、鬼が入ってこないようにする風習があります。これを「焼
嗅（やいかがし）」「鰯柊」「柊鰯」「柊刺し」などと呼びます。
地方によっては、豆がらやトベラを添えるところもありますが、昔から臭いの強い
もの、トゲのあるもの、音のでるものは魔除けや厄除け効果があるとされている
からです。

節分とは・・・1年間健康に過ごせるようにと願いを込めて、悪いものを追い出す行事
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ケアホーム（入所）では、コロナの流行で豆まきの行事ができませんでした

ので、ささやかではありますが限られた居室にて豆まきを行いました。




